
紀
長
谷
雄
作
品
研
究
―「春
雪
賦
」
注
釈
―

焼

山

廣

志

紀
長
谷
雄
の
作
品
群
の
中
で

「賦
」
と
し
て
現
存
し
て
い
る
も
の
の
う

ち
全
文
を
窺
い
し
れ
る
の
は
、

「春
雪
賦
」

「柳
化
爲
松
賦
」

「風
中
琴

賦
」
の
三
篇
の
み
で
あ
る
。

先
に
拙
稿
で

「柳
化
爲
松
賦
」
を
取
り
挙
げ
解
釈
を
試
み
た

（注

一
）

が
、
今

回
は
そ
れ
に
続
い
て

「春
雪
賦
」
に
的
を
絞

っ
て
注
釈
に
徹
し
た

一
試
論
を
展
開
し
て
み
る
。

こ
の
作
品
は

『
本
朝
文
粋
』
に
も
、
収
録
さ
れ
て
お
り
、

『和
漢
朗
詠

集
』
中

に

「春
雪
賦
」
の
抄
句
が

「冬

・
雪
」
の
部
に
採
ら
れ
て
い
る

（注
二
）
。
注
釈
と
し
て
は
既
に
柿
村
重
松
氏
の

『本
朝
文
粋
注
釈
』
の

中
で
詳
細
な
出
典
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
又
、
日
本
古
典
文
学
大
系

『懐
風
藻

・
文
華
秀
麗
集

・
本
朝
文
粋
』
で
小
島
憲
之
氏
よ
り
的
確
な
注

の
施
さ
れ
た
も
の
が
公
に
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
拙
論
は
、
先
学
と
り
わ
け
前
述
の
柿
村
氏
、
小
島
氏
二
者
の
業

績
の
重
複

の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
筆
者
は
現
在
、
菅
原
道
真
の

賦
に
注
釈
を
施
す
作
業
に
続
い
て
紀
長
谷
雄
の
賦
の
試
読
に
取
り
く
ん
で

い
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
若
干
付
加
す
る
点
も
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
で
改
め
て
こ
の
作
品
を
取
り
あ
げ
考
察
を
試
み
た
。

本
文
は
三
木
清
氏
著

『紀
長
谷
雄
漢
詩
文
集
並
び
に
漢
字
索
引
』

（和

泉
書
院
索
引
叢
書
27
）
に
従

っ
た
。
訓
は
、
前
書
な
ら
び
に
小
島
憲
之
氏

校
注
の
日
本
古
典
文
学
大
系

『
懐
風
藻

・
文
華
秀
麗
集

・
本
朝
文
粋
』
を

参
考
に
し
、
私
に
訓
み
を
施
し
た
所
も
あ
る
。

又
試
読
に
際
し
て
は
柿
村

重
松
氏
著

『
本
朝
文
粋
注
釈
』
の
注
及
び
前
述

の
日
本
古
典
文
学
大
系
に

付
せ
ら
れ
て
い
る
小
島
憲
之
氏
の
頭
注
、
補
注

に
拠
る
事
大
で
あ
る
。

二

こ
の

「
春
雪

賦
」

に

つ
い
て

の
言

及

と
し

て
管
見

で
は
川

口
久

雄
氏

の

次

の

一
文

が
あ

る
。

四
段

よ
り
成

り
、

「
盈

尺
表
端

」

を
順

次
韻

字

と
し

て
押
す
。

こ
れ

は

文
選

の
雪
賦

の

「
盈

レ
尺
則

呈
二
端

於
豊

年

}
と

い
う
句

に
基

づ

く
。

こ
の

一86「



考

え
は
積

雪

の
あ

る
年

は
豊

年

だ
と

い
う
毛
伝

以

来
、

万
葉

集

に
も

影
響

し

た
民
間

信
仰

を

ふ
ま

え

て

い
る
。

（
注

三
）

更

に
は
藤
原

尚

氏

の
次

の

一
文

が
注

目
さ

れ

る
。

「春
雪
賦
」
は

「
盈
尺
表
端
」
を
韻
と
す
る
が

文
選
十
三

謝
恵
連
の

「雪
賦
」
の

「
尺
に
盈
て
ば
端
を
豊
年
に
呈
す
」
と
あ
る
に
由
る
。
こ
の

賦
は
豊
年
を
慶
ぶ
と
と
も
に
郊
外
の
春
気
を
捉
え
る
。
初
学
記
第
二
雪
の

事
対
、
ま
た
は
引
用
の
詩
よ
り
辞
藻
を
得
る
。

（注
四
）

両

氏

の
指

摘

の
ご

と
く

こ
の

「
春

雪
賦
」

の
賦
題

は

『
文
選

』

の
次

の

一
文

に
基

づ
く
。

『
文
選

』
巻

十

三

「
雪

賦

一
首

」
謝

恵
連

の

一
文

中

の

「
相

如
於

レ
是

避

レ
席
而
起
、

俊

巡
而
揖

日
、

臣
聞
雪
宮
建

二
於
東

國

噌雪

山
峙

二
於

西
域

一。

岐

昌
襲

二
詠

於
來

思

一
、
姫

漏

申

二
歌
於

黄
竹

一
。
曹

風

以

二
麻

衣

一
比

レ
色
、

楚

謡

以

二
幽
蘭

}麗

レ
曲
。

盈

レ
尺

則

二
端

於
豊

年

一
、
表

レ
文

則
表

二
診

於
陰

徳

一
。
雪

之
時
義

遠
 
哉

。

請
言

二
其
始

一

（
下

略
）
」

（傍

線
筆
者

）
。

な
お

こ

の

一
文

は

『
初

学

記
』

巻
第

二
雪
第

二
の

「
事

対
」

「
盈

尺
」

の

項

及

び

「
賦

」

の
項

に
載

せ
ら

れ

て
い
る
。

又

『
藝

文
類
聚

』

巻
第

二
天

部

下

「
雪
」

の

「
賦
」

の
項

に
も
採

ら
れ

て
い
る
。

三

 

 

 

 

「
盈
」

「
尺
」

「
表
」

「
瑞
」

と

し

て
課

さ

れ

て

い
る
作

品

で
あ

る
。

換

韻

も

四
回
な

さ
れ

て
い
る
。
従

っ
て
全
文

を

換
韻

毎

に
四
段

落

に
分

け

て

以

下
解

釈
を
試

み
る
。

○
春
雪
賦

〔
広

韻
〕

〔
平
水
韻〕

θ

穂
欝

―入声二十二昔韻
1

薦
脚
ゆ
櫛

〔
國
帥
脚
伽
融

入
声
二
十
二
昔
韻

1
入

声十

一

晒
韻

麹
惣
伽
働
瀕
即
廉

〔
鞠
顧
馳
師
麹
馳
脚

入
声
二
十
二

昔
韻

鑑
即
窟

穰鶏

嚢

〔

●

O

O

O

O

O

●

●

O

O

◎

亦
當
晴
猫
残

疑
綴衆

狐
之
腋

入
声
二
十
二
昔
韻1

1

※

「
○

」

は
平
韻

、

[
●

」

は
灰
韻

、

一
◎
」

は
平
声

の
押

韻
、

―
◎

」

は
灰

声

の
押
韻

、

「
△
」

は
題
韻

、

「
（
」

は
対
句

を

示
す
。

以

下
同

じ
o

一87一

「
春
雪
賦
」
は
題
辞
の
下
に

「
以
盈
尺
表
瑞
爲
韻
」
と
あ
り
題
韻
が



【
訓

】
θ

「
雪

の
春

に
逢

へ
る

'
深

き

こ
と
尺

に
過

ぎ
ず

時
を

山
澗

に

一
に
し

〔色
を
沙
磧
に
同
じ
く
す

こ

わ
づ

地
に
凝
り
て
は
纏
か
に
馬
蹄
を
没
し

〔庭
に
満
ち
て
は
漸
く
鳥
跡
を
封
ず

或
い
は
風
を
逐
ひ
て
返
ら
ず
、
群
鶴
の
毛
を
振
ふ
が
ご
と
し

〔あ
る
い

わ
き

つ
づ

亦
は
晴
に
當
り
て
猶
残
る
、
衆
狐
の
腋
を
綴
る
か
と
疑
ふ

爾
闘
凹

θ

春

の
雪
は
降

っ
て
も
深

さ
は

一
尺

ほ
ど

に
過

ぎ
な

い
。

そ

し
て
降

る
時

は

山
も

谷
も

同
時

に
降

り
、

そ

の
雪

の
白

さ
は
川

原

の
水

に
洗

わ
れ

た
砂

や
石

の
よ
う

に
白

い
。

し
か

し

こ
の
春

雪

は
地
上

に
落
ち

て
こ
お

り

つ
い
て
も

や

っ
と
馬

の
蹄

を
隠

す
程

度

で
あ

り
、
庭

に

い

っ
ぱ

い
に
な

っ
て
も

や

っ
と
鳥

の
足

跡
を

埋

め
る
ぐ

ら

い

で
あ

る
。

春
雪

の
、

風

に
追

い
や
ら
れ

て
返

っ
て
こ
な

い
様
子

は
群
鶴
が

羽
を
振

っ

た
時

に

そ
の
羽

毛
が

飛

ぶ

の
に
似

て
お

り
、

ま

た
、
空

が
晴

れ

て
き

て
も

と
け
ず

に
残

っ
て
い
る
雪

の
様
子
は
多

く

の
狐
の
腋

の
下

の
白

い
毛

を
綴

っ

て
作

っ
た
狐

の
皮
衣

で
は

な

い
か
と

思
わ

れ

る

こ
と

だ
。

幽
囲
…圃

θ

○

山
澗

山
谷

。

『
漢
語

大
詞

典
』

に
は
、

「
亦
作

"
山

欄
"
。

山

間

的

水
溝

」

と

の
説

明
が

あ

り

、

「
唐

・
章

懸
物

・
答

個

奴

重

阻

二
甥

」

の

「
山
澗

依
曉

靖
、

竹
樹

蔭
清

源
」

の
例

を
載

せ
る
。

○

沙
磧

砂

洲
。

『
漢

語

大
詞

典

』

に
は
、

『
沙

灘

、

沙
洲

』

と

の
説

明

が

あ

り
、

「
北

周

・
庚

信

・
奉
和

澄
江

」

の

「
錦

纏

廻
沙
磧

、
蘭

擁
避

萩
洲

」

の

用

例
を
、

又

「
唐

・
載
叔

倫

・
屯

田
詞
」

の

「
春
來

耕
耕

遍
沙

磧
、

老
稚

欣

欣

種
禾
凄
」

の
例
詩

を
引

く
。

○

馬
蹄

馬

の
ひ
ず

め
。

『
荘

子
』

「
馬
蹄

」

に

「
馬
蹄

可
三
以
践

二
霜

雪

こ

の
用

例
が

見
出

せ

る
。

『
白

氏

文

集
』

「
早

朝
賀

雪
寄
陳

山

人
」

に

「
上
堤

馬
蹄

滑
、
中

路
蝋

燭

死
」

の

句

が
、

又
、

同
じ

く

「
銭

塘
湖

春
行

」

に

「
乱
花
漸

欲
迷

人

眼
、

浅
草

纏

能

没
馬

蹄
」

の
句

が
見

出

せ
る
。

な
お
、

こ

の
白
詩

の
表

現
箇

所

に

つ
い

て
小
島

憲
之

氏
は

前
書

の
補

注

で

「
纏

…
漸
」

の
表

現
法

の

一
例

と

し

て

取

り
挙

げ
ら

れ

て

い
る
。

（注

五
）
恐

ら
く

は
長
谷

雄

は

こ
の
白
詩

の
抄

句

を
踏

ま

え

て

「
凝
地

而
縄

没
馬
蹄

、
滞

庭

以
漸
封

鳥
跡

」

の
構
想

を

得

た
と
考

え
ら

れ

る
。

『
菅

家
文

草
』

「
小

廊
新

成
、

脚

以
題
壁

」

に

「
行

路

馬
蹄

斜
側

見
、

到
門

人
語
近

前
聴

」

の
句

が
見

え
る
。

○
鳥

跡

鳥

の
あ

し
あ

と

。
鳥

 

に
同

じ
。

「
司
馬

光

・
夏

日
西

齋

事
詩

」

に

「
小
院

地
偏

人

不
レ
到
、

満
庭

鳥
 

印

二
蒼
苔

こ

の
句

が

見
え

る
。

○

群
鶴

之

毛

鶴

の
羽
毛
。

又
雪

の
形

容
。

「
庚

信

・
上

二
益

州

上
柱

國
趙

王

一詩
」

に

「
鶴

毛
瓢

二
乱
雪

一、
車

穀
轄

二
飛
逢

一」

の
句
が

見
え

る
。

―88
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小
島
憲
之
氏
が
前
書
の
補
注
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

（注
六
）
よ
う
に
こ
の

表
現
に
は
賦
題
の
典
拠
に
な

っ
て
い
る
謝
恵
連
の

「雪
賦

一
首
」
中
の

カ
う
カ
く

は
く
か
ん

「
皓

鶴
奪

レ
鮮

、

白
鵬

失

レ
素

（
皓

鶴

も
鮮

を

奪

は

れ
、

白
鵬

も

素

き

を

失

ふ
）
」

の
句

が
間
接

的

に
投

影

さ
れ

て

い
る
。

な

お

こ

の
句
中

の

「
皓

鶴

」

の
説

明
と

し

て
、

小
尾

郊

一
氏

は

「

『
相
鶴

経
』

に

「
鶴

は

千

六
百

年

に
し

て
形

定
ま

り

て
色
白

し
。

復

た

二
千
年

に
し

て
大

毛
落

ち

茸
毛

生

ず

。
色

は
雪

の
ご
と

く
白

し
」

と
あ

る
」

の

一
文
を

付

せ
ら

れ

て

い
る
。

（
『
全

釈
漢

文
大

系

27

文

選

く
文
章

篇

V

二
』

一
七

七
頁

）

『
菅
家

文

草

』

「
早
春

侍

二
宴

仁
寿

殿

一
同

賦
春

雪

映

二
早
梅

一
、

鷹

製
」

に

「
鶏

舌

績

因
風

力
散

、
鶴

毛
猫

向
夕

陽
寒

」

の
句
が
、

又
同
じ

く

「
客

居

封

レ
雪

」

に

「
立

於
庭

上

頭
爲
鶴

、
居

在

櫨
邊

手

不
亀

」

の
句

が
類

似
表

現

と
し

て

見

え
る
。

○

衆
狐
之

腋

狐

の
腋
下

の
毛
皮
。

転

じ

て
貴

人

の
衣
。

狐

扱
。

こ
の
語

に
は
前

書

の
補

注

で
小
島
憲

之

氏
が

指
摘

さ

れ

て

い
る
よ

う
に

（
注
七

）

『
史

記
』

の

「
孟
嘗

君
列
伝

」

の
故

事
、

及

び

『
藝

文

類

聚
』

「
巻
第

二

・
天

部
下

・
雪
」

の
中

に
採
ら

れ

て

い
る

『
曇

子
春

秋
』

の
次

の

一
文

の
故

事

が
踏

ま
え

ら
れ

て
い
る
。

曼

子
春
秋

日
、

景

公
時
、

雨

雪

三
日
、

公
被

狐
白

之
裏

、
曇

子

入
、

公

日
、

怪
哉

、

雨
雪

三

日
不
寒

、
曼

子

日
、
古

之
賢

君
、

飽

而
知

人
鱗

、

温
而

知
人

、
寒

、

公

日
、

善
。

出

袋
襲

粟
、

以
與

磯
寒
者

（
曇

子
春

秋

〈
曇

子
春

秋
巻

一
、

内
邊

諌

上
第

一
〉

に

曰
く
、

「
景

公

の
時

、
雪

雨

き
ゆ
う

き

る

こ
と

三
日
、

公
、

狐

白

の
袋
を

被
る
。

曇

子

入
る
。

公

曰
く

『
怪

し

ふ

い
か

な
、

雪

雨

る

こ
と

三

日

な

る
も

寒

か

ら
ず

』

と
。

婁

子

曰
く

、

う
え

『
古

の
賢

君

は
、
飽

き

て
人

の
磯

を
知

り
、

温

か
に

し

て
人

の
寒

き

を

知

る
』

と
。
公

曰
く
、

『
善

し
』

と
。

裏
を

出
だ

し
粟

を
獲

し

て
、

以

あ
た

て
磯
寒

せ

る
者

に
與

へ
し
む

）

（本

文

・
訓

と
も

に

『
藝

文

類
聚

（
巻

二
）
訓

読
付

索
引

』
大

東
文

化
大
学

東
洋

研

究
所
編

23
頁

に
拠

る

）

こ

の
故

事
を

踏
ま

え

た

「
狐

腋
」

の
具
体

的

な
用

例
と

し

て

『
白

氏
文

集
』

「
酔
後

狂

言
、

酬

二
賂
薫

・
股

二
協

律

こ

の
中

に

「
呉

綿

細
軟

桂

布
密

、
柔

如

二
狐
腋

一
白

似
レ
雲
」

の
句
を

指
摘

す

る

こ
と

が
出
来

る
。

又

こ
の
語

の
用

例

と
し

て

「
元
?

・
代

二
曲
江

老

人

一
詩
」

に

「
鞭

袖
誇

二
狐

腋

一、

弓
弦

尚

二
鹿

胎

一」

の
句

が
、

又
、

『
田
氏
家

集
』

「
拝

二
美

濃

一之

後
、

蒙

二
菅
侍

郎

見

一
レ
硯
下
喜

三
遥

兼

二
賀

州

―
詩

草
上
。

依

二
本

韻

一
継

二
―

和
之

一
」

に

「
師

家

狐
白

例
名

袋
、

閻

巷
襲

黄
豊

化

州
」

と

い
う
類

似

し

た
表

現
が

見
出

せ

る
。

㊤

観

夫

〔
広

韻〕●O●●

-鮫然影瓠

〔

O

●

●

◎

瓢
爾
質
輕

下
平
声一

四
清韻

1

〔

平
水

韻〕

O

O

●

●

離

魏

下
平
声

西
清韻

1

下
平
声
八

庚韻

坤
帥
静
酌
穐
恥
帥
漁

〔
撫
肺
卵
伽
麹
熱櫛

勲

下
平
声

三
庚韻

●

●

o

O

O

●

●

●

●

●

●

轟
懸
欝

轡ー
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【
訓

】
㊤

み

そ

観
れ
ば
夫
れ

こ
う
ぜ
ん

較
然
と
し
て
影
齪
れ

〔
へ
う

じ

瓢
爾
と
し
て
質
輕
し

天
に
懸
か
り
て
色
有
り

〔地
に
堕
ち
て
聲
無
し

ゑ
ん
そ

ち

お
の
つ
か

園

疏

を

埋

め

て

稚

牙

自

ら

没

し

〔

お
ほ

ら
う
じ
よ

門
柳
を
掩
ひ
て
老
架
相
驚
く

た
ち
ま

し
よ

ゐ

へ
う
ち
つ

乍
ち
書
帷
を
助
け
て
夜
に
光
り
標
帳
自
ら
照
り

額

露
響

入
り
て
朝
に
舞
ひ
概
讐

華

響

爾
幽
門

㊤

よ
く
見
る
と
、
雪
は
白
く
清
ら
か
で
そ
の
影
は
乱
れ
、
雪
の
飛
び
散
り

翻
る
そ
の
姿
は
軽
や
か
で
あ
る
。
空
中
に
飛
び
乱
れ
て
い
る
時
は
白
い
色

を
帯
び
、
地
上
に
落
下
し
て
も
何
の
音
も
し
な
い
。

菜
園
の
野
菜
類
を
雪
が
埋
め
る
の
で
若
い
芽
は
自
然
と
雪
の
中
に
埋
も

れ
、
門
の
傍
ら
に
あ
る
柳
を
春
雪
が
包
む
と
そ
の
あ
ま
り
の
白
さ
に
老
い

た
柳
の
白
い
花
が
驚
く
ほ
ど
だ
。

そ
の
春
雪
が
急
に
書
斎
の
と
ば
り
の
中
の
夜
の
燈
火
を
助
け
て
光
る
と
、

そ
の
雪
明
か
り
に
よ
り
書
物
が
自
然
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
読
む
こ
と
が
出

来

る

よ

う
に
な

る
。

ま
た

、
突

然
朝
化

粧

を

し

て
い
る
女

人

の
部

屋

に
春

雪

が
舞

い
込

ん

で
化
粧

箱

が
す

っ
か

り
白

く
満

ち
満

ち

て
し
ま

う
。

閣
蝋
騨

㊤

○

鮫

然

潔

白
な

さ
ま
。

〔後

漢
書

、
郡

國
志

、
雲

南

縣
、

注
〕

縣

西

有

レ
山

特
高

、
與

二
雲
氣

一相
連

結

、

固
陰

匠
寒

、
廣

志

云
、

五
月
霜

雪
絞

然

。

の
例

が

見

え
る
。

又

『
文

選
』

「
雪
賦

一
首
」

の
中

に

「
縦

二
心
較

然

一
、

何
虜

何
螢

」

の
用
例

が
見

え
、

こ

の

「
鮫

然
」

の
説

明
と

し

て
小

尾

郊

一
氏

は

〔
「
較

然
」

と
は
潔

白
な

さ
ま

。

「
浩
」

と
通

ず

る
。

『
孟

子
』

公

孫

丑
上

に

「
我

善

く
吾

が
浩

然

の
気

を
養

ふ
。

敢

て
問

ふ
。
何

を

か
浩
然

の
気

と
謂

ふ
と
。

曰
く
、

言

ひ
難

し
。

其

の
気

た

る
や
、

至
大

至

ふ
さ
が

剛
、
直
を
以
て
養
ひ
て
害
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
天
地
の
聞
に
塞
る
」

と
い
う
。
浩
然
の
気
は
天
地
の
間
に
満
ち
て
い
る
公
明
正
大
な
気
」
と
い

う

一
文
を
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
『全
釈
漢
文
大
系
27

文
選

〈
文
章
篇
〉

二
』

一
八

一
頁
）

○
瓢
爾

風
に
吹
か
れ
る
よ
う
に
身
軽
に
行
く

さ
ま
。
類
似
表
現
に

「瓢
然
」
、

「
瓢
瓢
」
、

「
瓢
翻
」
等
が
あ
る
。

『
白
氏
文
集
』

「電
裳
羽
衣
歌
。
和
微
之
」
に

「瓢
然
輔
旋
廻
雪
輕
、
婿

然
縦
送
游
龍
驚
」
の
句
が
、
又

「
胡
旋
女
。
天
費
末
康
居
國
献
之
」
に

「絃
鼓

一
聲
讐
袖
學
、
週
雪
瓢
翻
轄
蓬
舞
」
の
句
が
、
同
じ
く

「
江
南
遇

天
寳
樂
與
」
に

「冬
雪
瓢
翻
錦
抱
媛
、
春
風
蕩
濠
寛
裳
蘇
」
の
句
が
見
え

る
。

『
田
氏
家
集
』

「七
言
就
花
枝
懸
製

一
首
」
に

「風
瓢
香
雪
榮
釦
閣
、

霜
撲
銀
塩
映
玉
危
」
の
句
が
、
又
同
じ
く

「菊
花
」
に

「
白
蕊
日
中
瓢
雪

例

黄
飽
杵
後
起
金
塵
」
の
句
が
見
出
せ
る
。

○
質
輕

雪
そ
れ

卜↓



自
体

は
軽

や

か

で
あ

る
。

こ
れ
も
、

『
文

選
』

「
雪
賦

一
首
」

の

「
白

羽

錐
白

、

質

以
輕

号
。

白

玉
錐

レ
白

、
空

守

レ
貞

号

。

未

レ
若

藏
雪

、

因

レ
時

興

滅
。

〈
白

羽
白
し

と
難

も
質

以

て
輕

し
。

白

玉

白
し

と
錐

も
、
空

し

く

貞

を
守

る
。

未

だ
若

か
ず

、
薙

の
雪

の
時

に
因

っ
て
興
滅

す

る

に
〉

」

の

一
文

か
ら

の
投
影

が

な
さ

れ

た
表
現

と
考

え
ら

れ

る
。

○

園
疏

は
た

け

の
野
菜
。

園
菜

。

『
白

氏
文

集
』

「
潤

邨
退

居
禮

部
侍

郎

・
翰
林

銭

舎

人
レ
詩

一
百
韻
」

に

「
園

菜

迎
レ
霜

死
、

庭
蕪

過

レ
雨
荒

」

の
句

が
見

え
る
。

○

門

柳

か
ど

口
に
あ
る
柳

。

門
前

の
柳
。

「
高

適

、
重

陽

詩
」

に

「
眞
成

猫
坐

空
掻

首
、

門
柳

薫

々
燥
暮

鴉
」

の
句
が

見
え

る
。

『
白
氏

文
集
』

「
東
南

行
」

に

「
春

色
辞
門

柳
、

秋
声

到
井

梧
」

の
句
が

見

え

る
。

『
凌
雲

集
』

「
伏

枕
吟

」

に

「
客

断
柳

門
群

雀
曝

、
書

晶
蓬

室

晩
螢

輝
」

の
句
が

、

『
文
華

秀
麗

集
』

「
和

内
史
貞

主

秋
月

歌
」

に

「
寒

聲
漸

歴

竹
窓
虚

、

晩
影
薫

條
柳

門

疎
」

の
句

が
見

え

る
。

○

老
紫

老

い
た
柳

の
白

い
花
。

柳
架

。

こ
の
語

に
は
既

に
柿
村

氏

の
指
摘

に
あ

る

『
世
説
新

語
』

「
巻
之

上
、

言
語
第

二
」

の
語

が
踏

ま
え
ら

れ

て
い
る
。

同
内

容

の
話

は

『
藝

文
類
聚
』

「
巻
第

二

・
天
部

下

・
雪
」

に

「
世
説

日
、

謝
太

傳
寒

雪

日
内
集

。
與

見
女

講

論
文
義

。
俄

而
雪

駿
。

公
欣

然

日
。

白

雪
紛

紛
何

所
似

。

兄
子
胡

兜

日
。
散

塩
空

中
差

可
擬

。

兄
女

日
。
未

若
柳

紫

因

風
起

。

〈
世
説

に
曰
く

「
謝

太
傳
、

寒
雪

の
日

に
内

集

し
、

児
女

と

に
わ

さ
わ

文

義

を
講

論
す
。

俄

か

に
し

て
雪
駿

ぐ
。

公
、

欣
然

と

し

て
曰
く

『
白
雪

こ

けし

の
紛

紛

た
る

は
何

の
似

た
る
所

ぞ
』

と
。

兄

の
子
胡

兇

曰
く
、

『
塩

を
空

ま

や
や

む
す
め

中

に
散

け
ば
差

擬
す

可

し
』

と

。
兄

の
女

日
く

、

『
未

だ
柳

紫

の
風

に
因

り

て
起

こ
る

に
若

か
ず
』

と
〉

」

（
本
文

・
訓

と
も

に

『
藝

又
類
聚

（
巻

二
）
訓
読
付
索

引
』

24
頁
。

以
下

同
じ
）

と
引

用
さ

れ
た

一
文

を
載

せ
る
。

『
初

学

記

』

「
雪
第

二
、

事

対
、

柳

紮

」

の

項

に
も

同

文

を
載

せ

る
。

「
柳
袈

」

の
用

例
と

し

て

『
白
氏

文
集

』

「
封
火

翫
雪

」

に

「
銀
盤
堆

柳

紫

、

羅
袖
搏

環

屑
」

の
句

が
見
出

せ

る
。

又
、
小

島
憲

之
氏

が
指

摘

さ
れ

て

い
る

（注

八
）
詩

句
が
、

『
芸

文
類

聚
』

「
巻

第

二
、

天
部

下
、
雪

」

の
中

に

「
梁

劉
孝

紳
封

雪
詩

日
、

桂
華

殊
較

較

柳

架
亦

罪

罪
、

謳
比

威

り
ゅ
う
こ
う
し
ゃ
く

池

曲
、

瓢
翻

千

里
飛

〈
梁

の
劉
孝

緯

の
雪

に
射

す

る
詩

に
曰
く
、

「
桂

華
-

こ
う
こ
う

ひ

ひ

な
ん

は
殊

に
鮫
鮫

た

り
、

柳
架

も
亦

罪

罪

た

り
。

謳

ぞ

威

池

の
曲

に
比

し

、

ひ
ょ
う
よ
う

瓢

翻
と

し

て
千

里
飛
ば

ん
〉
」

と
載

せ
る
。

『
初

学
記
』

「
雪
第

二

・
詩

」

の
項

に
も
同
詩
を
載

せ

て
い
る
。

『
懐
風
藻
』

「
文
武
天
皇

三
首
-

三

・

五
言
。
詠

雪
。

一
首

」

に

「
林

中
若

柳
紫

、
梁

上
似

歌
塵

」

の
句

が
見

え

る
。

こ
の
詩

と
、
紀

長

谷
雄

の

「
春

雪
賦

」

の
表
現

に
は
詩
想

的

に
非
常

に
近

い
も

の
が
あ

る
。

（
注

九
）

又

『
田
氏
家

集
』

「
観

禁
中

雪
」

の
中

の

「
仙
宮

不

日
銀
壷

立
、

御
苑

非
時
紮

柳
牽

」

の
句

が
見

出

せ

る
。

こ
の

嶋

田
忠

臣

の
詩

に
も

紀
長

谷
雄

の

「春

雪

賦
」

と
類

似

し
た
表

現

を
他

に

ゐ

も
指
摘

す

る

こ
と
が

出
来

る
。

（
注

一
〇

）

○
書

帷

書
斎

の
と

ば
り
。

こ
の
語

と
雪

と

の
関

わ
り

は
、

柿
村

氏

・
小
島

氏

の
指
摘

の
如
く
、

孫
康

の
故
事

に
基

づ

く

が
、

こ

の
話

は

『
芸

文

類
聚
』

「
巻
第

二
、

天
部

下
、
雪
」

に

「
孫
康
家

貧
、
常

映
雪
讃
書

、
清

介
、
交

遊

不
雑
」

と
あ
り
、

『
初
学

記
』

「
雪

第

二
、
事

対

、
映
書

」

の
項

に
も

「
宋
斉

語

日
、

孫
康

家

貧
、

常
映

雪
讃

書
、

清
淡

交
遊

不
雑

」

の
同

記
事
を

載

せ

る
。

こ

の
故

事

を
踏

ま

え
た
類

似
表

現

と
し

て

『
凌

雲
集

』

「
和
菅

清

公
賦

早
雪
」

に

「
班
姫

秋
扇

已
無

色
、

孫

子
夜
書

濁
有

明
」

の
句
が
見

え

る
し
、

又
前

述

卜↓



の

『
懐

風
藻
』

「
五
言
。
詠

雪
。

一
首
」

に

「
代
火
輝

雷

笈
、

逐

風
廻
洛

濱

」

の
句

が
見
出

せ

る
。

こ
の

「
雷
笈

」

に

つ
い
て
は
小
島

憲

之
氏

に
よ

る
詳
細

な
説

明
が

あ

る
。

（
注

一

一
）

「
書
帷

」

と

い
う
語

そ

の
も

の

の
用
例

と

し

て
は

『
白

氏

文
集
』

「
代

書
詩

一
百
韻
寄

微

之
」

に

「
秋

風

梯

琴
厘

、
夜

雪
巻

書
帷

」

の
句

が
、

同
じ

く

「
春

夜
喜

雪

、
有

懐

王

二
十

 

へ
う
ち
つ

二
」
に

「夜
雪
有
佳
趣
、
幽
人
出
書
帷
」
の
句
が
見
え
る
。

○
繧
候

は
な
だ
色
の
本
つ
つ
み
。
転
じ
て
書
巻
を
い
う
。
峡
は
書
衣
。

「温

庭
筒
、
訪
知
元
上
人
遇
暴
経
因
有
贈
詩
」
に

「標
秩
無
塵
漏
豊
廊
、
鐘
山

弟
子
静
焚
香
」
の
句
が
見
え
る
。

○
粧
櫻

化
粧
を
す
る
高
棲
。

婦
人
の
室
。
赦
模
。

『白
氏
文
集
』

「春
詞
」
に

「低
歌
花
樹
映
小
粧
棲
、

春
入
眉
心
爾
鮎
愁
」
の
句
が
見
え
る
。

『文
華
秀
麗
集
』

「奉
和
翫
春
雪

一
首
」
に

「凝
酷
翠
箔
懸
珠
滴
、
競
入
粧
模
作
玉
塵
」
の
句
が
見
え
る
。

『凌
雲
集
』

「春
日
代
妓
古
詩
髄
」
に
は

「通
夜
粧
模
濁
書
眉
、
春
朝
擬

向
歌
舞
墓
」
の
句
が
見
え
る
。

『
菅
家
文
草
』

「
暁
月
、
応
製
」
に
は

 

ふ
ん
か
ふ

「何
庭
粧
櫻
郷
玉
環
、

一
明

一
暗
曉
雲
間
」
を
見
出
せ
る
。

○
紛
厘

ふ
ん
き
ゃ
う

お
し
ろ
い
箱
。
紛
筐
。
粉
盒
。
柿
村
氏
が

『本
朝
文
枠
注
釈
』
の
語

注
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

「梁
の
簡
文
帝
」
の
詩
は

『芸
文
類
聚
』

「巻
二
、

天
部
下
、
雪
」
の

「詩
」
の
項
に

「
又
詠
雪
顛
倒
使
韻
日
、
塩
飛
蝶
舞
、

 

て
ん
と
う

花
洛

瓢
紛

匿

〈
又
、

雪

を
詠

ず

（
る
詩

）
、

顛
倒

し

て
韻

を
使

ふ
、

に
日

曉

ひ
る
が

く

「
塩

飛
ん

で
蝶

の
舞

を
乱

し
、

花
落

ち

て
紛

医

に
瓢

へ
る
〉
」

と
見

え

る
。

㊤

況

亦

〔

広

韻〕●●○○●○O

I

〔

雛雛

墾

上ー

韻
ー

〔

平
水

韻
〕

●

○

○

○

●

O

O

O

鮎
人
皆催

二
毛
之
年

〔

●

○

●

●

O

●

○

◎

梯
窓
未辮

狐
月
之
曉

上
声
二
九
篠
韻

O

O

O

O

O

O

●

審
花
鉤
而
珠簾

映

〔

○

●

O

●

●

○

◎

望
書
梁
以
玉
塵
続

上
声
三
〇
小韻

麹

潔
加

駿
熟
翻

〔

●

●

●

○

●

●

●

○

○

◎

聚
散
遍
林

欲
閉
宿
榮
之
鳥

上
声
二
九
篠韻

1
1
1

上
声
一

七
篠
韻

【訓
】
㊦

況
む
や
亦

え
う
や
う

和
暖
の
中
に
揺
麗
し

〔

ふ
ん
び

煙
雲
の
表
に
紛
飛
す

人
に
鮎
き
て
は
皆
二
毛
の
年
を
催
し

〔

わ
き
ま

窓
を
梯

へ
ば
未
た
狐
月
の
暁
を
辮

へ
ず

く
わ
こ
う

か
か

し
ゅ
れ
ん

花
鉤
を
審
げ
れ
ば
珠
簾
に
映
じ

〔
ぐ
わ
り
ゃ
う

ぎ
ょ
く
ち
ん

め
ぐ

書
梁
を
望
め
ば

玉
塵
を
続
る
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し
ん
し

参
差
と
し
て
水
に
落
ち
暗
に
氷
を
負
へ
る
鱗
に
伴
ふ

〔し
ゅ
う
さ
ん

聚
散

し

て
林

に
遍

く
、
巣

に
宿
れ

る
鳥

を
閉

ざ

さ

ん
と
す
。

爾
鯛
圃

㊤

ま
し

て
ま

た
、
春

雪

は

の
ど

か

で
暖

か

い
春

の
空

に
揺

れ
動

い
て
舞

い

上

が
り
、

霞

や
講

の
表

面

に
乱

れ
飛

ん

で
い

る
。

こ
の
雪

が
人

の
髪

に
か
か

る
と
全

て
白

髪
交

り

の
老
人

の
よ

う
に
見

え
、

そ

の
雪

が
窓

を
払

い
降

り
積

る

と
孤
月

が

か

ゝ
る
明

け
方

の
空

と
区

別
が

く

か
な

い
ほ

ど

で
あ
る
。

春

の
雪

の
降

っ
て

い
る
様

は
、

美
し

い
鉤

で
簾

を
巻

き
上

げ

て
み
る
と
、

更

に
外

の
面

に
玉

の
よ

う
な
美

し

い
簾

が
垂

れ
下

が

っ
て
い
る

の

で
は
な

い
か

と
疑

わ
れ

る

ほ
ど
だ
。

又
、
春

の
雪

の
飛

ぶ
さ
ま

は
、

色
彩

を
施

し

た
美

し

い
う

つ
ば
り

を
見

上
げ

て
、

そ

の
梁

の
ま

わ
り

に
玉
の

よ
う

に
美

し

い
塵

が

め
ぐ

っ
て
い
る

か

の
よ

う

で
あ

る
。

雪
が

入

り
乱

れ

て
水
中

に
落

ち

て
行
く

と
春

に
な
り
氷

が
漸

く

と
け

て

水

面

に
姿
を

見

せ
る

よ
う

に
な

っ
た

魚

の
泳

ぎ

に

つ
き
従

い
、

又
、

雪

が

集

ま

っ
た
り
散

っ
た

り
し

な
が

ら
林

の
す

み
ず

み

に
ま

で
降

り
積

り
、
巣

の
中

に
宿

っ
て
い
る
鳥

を

そ

の
巣

の
中

に
閉

じ

こ
め

よ

う
と

し

て
い
る
。

昌閑
闘
凹

㊤

え
う
や
う

○
揺
麗

吹
き
動
か
す
。

『文
華
秀
麗
集
』

「奉
和
折
楊
柳

一
首
」
に

「楊
柳
東
風
序
、
千
篠
揺
麗
時
」
の
句
が
、
同
じ
く

「
神
泉
苑
九
日
落
葉

篇
、

一
扁
」
に

「自
然
渥
落
任
朔
風
、
揺
麗
俳
徊
漏
雲
空
」
の
句
が
見
え

る
。

○

和

暖

天
気

の
な

ご

や
か

で
暖

か
な

か

こ
と

。

『
楚

辞
』

「
王
逸

・
九
思

・
傷

時
」

に

「
風
習

習
号

和
暖

、
百

草
萌

号
華

榮
」

の
用

例

が
見

え
る
。

『
白

氏
文

集
』

に
も
前
載

の

「
酔
後

狂

言
酬
贈

薫
股

二
協

律

」

に

「
我
有

大
裏

君
未

見
、

寛
廣

和
暖

如
陽
春

」

の
句

が

見

え
、

又
同

じ

く

「
春
暖

」

に

「
風
痺

宜
和

暖
、
春

來

脚
校
輕

」

の
句

が

見
え

る
。

○

紛
飛

乱
れ

飛

ぶ
。

紛

紛
。

『
凌
雲

集
』

「
詠

雪
」

に

「
紛

紛
白

雪

從

千
里
、

螢
榮

灘
灘

一
何

斜

の
句

が
見

え

る
。

○

姻
雲

か
す

か

に
け
む

っ
た
景

色
。

「
沈

亜

之
、
別

鹿

子
薫
詩

」

に

「
雨
雪

依
巖

避
、

煙

雲
逐

歩
開
」

の
句

が
見

え
る
。

『
文

華
秀

麗
集
』

「
和
菅

清

公
傷

忠
法

師

」

に

「
臓

老
煙

雲
裏

、
蹄

眞
摂

化
形

」

の
句

が
、

又

『
凌

雲
集

』

「
贈

賓

和
尚
」

に

「
遙
想

焚
香

観

る
念

庭
蓼
蓼

日
夜
封

雲
姻
」

の
句
が
見

え
る
。

〇

二
毛

白
髪

ま

じ
り

の
老

人
。

二
毛
は
白

い
毛

と
黒

い
毛
。

斑
白
。

『
春

秋
左
氏

傳
』

「
僖
、

二
十

二
」

に

「
君
子

不
重
傷
、

不
禽

二
毛

（
注
）

二
毛

、

頭
白
有

二
色
者
也

」

と
見

え
る
。

日
本

人

の
漢
詩

文

に
も

多

用
さ

れ

て
い
る

こ
の
語

の
典

拠

と
し

て
は

『
文

選
』

「
秋

興
賦
井

序

・
活
安

仁
」

の

「
巫日
十
有

四
年
、

余
春

秋

三
十
有

二
始

見

二
毛
」

が

つ
と

に
有

名

で
あ

る
。

『
白

氏
文
集

』

に
も

こ
の
語

が
散
見

す

る
。
例

え
ば

「
自

歎

二
首

1

二
」

に

「
二
毛

暁
落

硫

頭

獺

、

爾

眼
春

昏

鮎

藥
」

と

か
、

「
新

秋

」

に

「
二
毛

生

鏡

日
、

一
葉

落

庭

時
」

の
句

が

、

又

「
秋

雨
中

贈

元

九

」

に

「
莫
佐

濁
吟

秋
思

苦
、

此

君
校
近

二
毛
年
」

の
句
等

が
見

え

る
。

『
菅
家

文

章
』

「
絶

句
十

首
、

賀
諸

進
士

及
第

」

の

四
首
目

に

「
初

有

二
毛

更

六

年

、
此

朝
筋
骨

可
神
仙

」

の
句

が
見

え
、

「
始

見

二
毛
」

に

「
我
老

於
活

一
十
年
、

二
毛
何
庭

甚

留
連
」

の
句

が
見

え
る
。

○

孤

月

ひ
と
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つ
の
月
。

一
輪

の
月

。

「
王
昌

齢

・
盧
卿

別

人
詩
」

に

「
行

到
荊

門
上

三

峡

、

莫
將

孤
月
封

猿

愁
」

の
句

が
見

え

る
。

『
文
華

秀
麗

集
』

「
江
頭

春

暁
」

に

「
泉

聲
驚

寝

畳

隣

漢

、

天

辺
孤

月

乗

流

疾
」

の
句

が

見

え

る
。

『
凌
雲

集
』

「
遠
使
邊

城
」

に

「
黄
昏

極
瞳
哀

猿
叫

、

明
獲

渡

頭
孤
月

團
」

の
句

が
、

『
菅
家

文

草
』

「
扇
」

に

「
一
轄
看

孤

月
、

頻
揺
得

細

風
」

の

句
が

、

「紀

長

谷
雄

・
賦

月
詩
」

に

「
鮫

々
孤
懸

月
、
清

光
萬

里
過

」

の

く
わ
こ
う

句
が
見

え
る
。

○

花
鉤

美

し

い
鉤
。

簾

を
巻

く
に
用

い
る
も

の
。

「
顔
舘

・
鳳

棲

怨
詩
」

に

「
佳

人
名

莫
愁

、
珠

箔

上
花
鉤

」

の
句

が

見
え

る
。

○

珠
簾

た
ま

の
す
だ

れ
、

た

ま

で
飾

っ
た
す

だ
れ
。

珠

箔
。

「
酪
賓

王

・
帝

京
篇
」

に

「
翠

幌
珠

簾

不
蜀
映

、
清

歌

宝
琶

自

相

依
」

の
句
が

、

又

「
王
昌
齢

・
西
宮

春
怨
詩

」

に

「
西
宮

夜
静

百
花

香
、

欲

捲

珠
簾
春

恨
長

」

の
句

が
見

え
る
。

紀

長
谷

雄

は

こ
の
賦

の
詠
作

の
素

材

の
多

く
を

『
芸

文

類
聚
』

に
求

め

て
い
る
事

は
前

述

で
指
摘

し

て
き

た

所

だ

が
、

こ
の
語

句

も

『
芸
文

類
聚
』

「
巻
第

二

・
天

部
下

・
雪
」

の
項

の

「
梁

簡
文

帝

・
雪
朝

詩
」

に

「
己
観

池

影
齪

、
復

硯
簾

珠
漁

」

を
見

出

す

こ
と
が
出

来

る
。

『
文
華

秀
麗

集
』

「
和
内

史
貞

主
秋

月
歌

一
首
」

に

「
天

秋

夜
静

月
光

來

、

半
捲

珠

簾

浦

輪

開

」

の
句

が
、

『
菅

家

文

草
』

「
雨
晴

封
月

、
韻

用
流

字

、
慮
製

」

に

「
緑

酒
猶
催

醒
後

蓋
、

珠
簾

未

下

ぐ
わ
り
ゃ
う

暁
來
鉤
」
の
句
が
見
え
る
。

○
書
梁

美
し
く
彩
色
し
た
う
つ
ば

り
。

「盧
照
鄭

・
長
安
古
意
」
に

「蔓
燕
隻
飛
続
書
梁
、
羅
帷
翠
被
欝

金
香
」

の
句
が
見
え
る
。

『文
華
秀
麗
集
』

「奉
和
観
新
燕

一
首
」
に

「既
能
忘
却
蒼
波
遠
、
朝
夕
欲
巣
書
梁
邊
」
の
句
が
見
え
る
。

○
玉

塵

雪
の
異
名
。

『
白
氏
文
集
』

「酬
皇
甫
十
早
春
封
雪
詩
」
に

「漠

漠
復
雰
雰
、
東
風
散
玉
塵
」
の
句
が
見
え
る
。

『
芸
文
類
聚
』

「巻
第
二
・

天
部
下

・
雪
」
の
項
の

「梁
何
遜

・
詠
雪
詩
」

に

「若
逐
微
風
起
、
誰
言

非
玉
塵
」
の
句
が
見
え
る
。

『
文
華
秀
麗
集
』

「奉
和
翫
春
雪
」
に

「
凝

酷
翠
箔
懸
珠
滴
、
競
入
粧
棲
作
玉
塵
」
と
い
う
こ
の
賦
の
表
現
と
酷
似
し

た
句
が
見
え
る
。

（注

一
二
）
又
同
様
に

『懐
風
藻
』

「
詠
雪

・
文
武
天

皇

一
首
」
の
中
に

「林
中
若
柳
紫
、
梁
上
似
歌
塵
」
と
い
う
類
似
表
現

の
句
が
見
出
せ
る
。

【参
考
】

望
書
梁
以
玉
塵
続

の
表
現
に
つ
い
て

柿
村
氏
は

『本
朝
文
粋
注
釈
』
の
語
注
で

「劉
向
別
録
日
、
魯
人
虞
公
、

襲
聲
清
哀
、
蓋
動
梁
塵
、
藝
文
類
聚
、
樂
部
所
引
」
と
指
摘
さ
れ

（
『本

朝
文
梓
註
繹
』

一
八
頁
）
小
島
氏
は
前
掲
の

『懐
風
藻
』

「詠
雪

・
大
神

高
市
麻
呂

・
一
首
」
中
の

「梁
上
似
歌
塵
」
の
頭
注
に

「歌
声
が
美
し
く

は
り

て
梁

の
上

の
塵

を
動

か
す

と

い
う
虞
公

の
故

事
」

と
説

明

さ
れ
、

更

に
補

注

で

『
文

選
』

「
囎

賦
」

中

の

「
虞
公

畷
声

而

止
歌
」

の
李

善
注

の

一
文

を
引
用

さ
れ

て
い
る
。

（
日
本
古
典
文
学

大
系

『
懐

風
藻

・
文
華
秀
麗
集

・

本
朝

文
粋
』

四
五

二
頁
）

こ
の
虞

公

の
故
事

は

『
芸
文

類
聚

』

「
巻

四
十

三

・
樂

部

三

・
歌
」

の
項

に

「
劉
向
別
録

日
、
有

麗
人

歌
賦
、
漢

興

以
來
、

善

雅

歌
者
、

魯

人
虞

公
、
獲

聲
清

哀
、

蓋
動

梁
塵
」

と
引

か
れ

て

い
る

一

文
が

あ

る
。

○

参
差

入

り
雑

る
さ
ま

。

三

つ
の
も

の

の
雑

る
を

参

と

い
い
、

二

つ
の
も

の
の
雑

る
を
差

と

い
う
。

又
長
短
斉

し

く
な

い
さ
ま
。

一
様

で
な

い
さ

ま
。

『
詩
経

』

「
周
南

・
関

雌
」

に

「
参
差
若

菜

、
左
右

流
之

（
集
傳

）
参

差
、

長
短

不
斉

之
貌

」

の
用
例

が
見

え

る
。

『
田
氏
家

集

』

「
拝
佛

像
」

に

「
身
厭

世
網

入
深

山
、

佛
像
参

差

古
殿

間
」

の
句

が

↑↓



見

え

る
。

○

負
氷

小
島

氏

は
補
注

で

「
柿

村
注

に
礼

記
、

月
令

〈
魚

上
レ
氷
〉

を

あ
げ
、

上

は
負

に
同

じ
と

い
う
。

春

に

な

っ
て
氷

の
処

に
魚
が

上

る
意
」

と

説
明

さ
れ

て
い
る
。

（
日
本
古

典
文

学

大
系

『
懐

風

藻

・
文

華
秀

麗
集

・
本
朝

文
梓
』

四
九
〇

頁
）

○

聚

散

あ

つ
ま

る

こ
と

と

散

る

こ
と
。

あ

つ
め

る

こ
と

と

散

ら

す

こ
と
。

『
荘

子
』

「
則

陽
」

に

「緩

急

相
摩

、
聚

散
以

成
」

の
例

が

見

え
る
。

⑳

既

而

〔
広

韻〕●OO

i地毛肥

〔

●

O

●

土
膏
施

去
声
五
寅

―

〔

平
水

韻
〕

O

●

●

●

農
畝
普
液

〔

○

●

●

●

泉
脈
遠
被

去
声
五
寅

1

去
声
四
寅

濫
勧
鞠
働

甥
知

〔

●

○

●

○

●

0

●

●

忽
能
混
郊
外
之
淑
氣

●

●

0

●

O

O

●

「

雛

瀞

ー

――

【訓
】
⑳

既
に
し
て

地
毛
肥
え

〔

ど
か
う

土
膏
施
す

の
う
ほ
あ
ま
ね

う
る
ほ

農
畝
普
く
液
ひ

〔

お
よ

泉
脈
遠
く
に
被
ぶ

あ

た
だ

し
ゅ
う
い
ん

豊
に
止
に
培
陰
に
宿
り
て
タ
ベ
の
寒
き
の
み
な
ら
む
や

〔

し
ゅ
く
き

忽
ち

能
く
郊
外
の
淑
氣
に
混
ず

た
ま
た
ま

適

遅
日
の
樂
し
む
べ
き
に
在
り
て

〔
さ
ら

ず
ゐ

還
に
知
り
ぬ

豊
年
の
瑞
を
致
す
こ
と
を

繭
囲
則凹

⑳

雪

が
多

く
降

る

の

で
地

に
生

え

た
草

木
が
繁

り
、

土

地
は

肥
沃

に
な

っ

て
い
く
。

田
畝
は
あ

ま
ね
く

う

る
お

い
、

地
中

の
水
脈

は
遠
く
ま

で
及

ぶ
。

と
す

れ
ば

、
春

雪

は
単

に
わ
ず

か

に
垣
根

の
か
げ

に
残

っ
て
春

の
タ

ベ
を

寒

く
感

じ
さ

せ
る

も

の

で
は

な
く
、

郊

外

の
な
ご

や
か

な
春

の
気

に
混

じ

り

一
層
、

の
ど
け

さ
を
増

す
も

の
と
な

る

の

で
あ

る
。

ま
さ

し
く
今

は
、

日
足

の
遅

い

の
ど

か
な
春

の
楽

し

む

べ
き
時

に
あ
り

て
、

更

に

こ
の
春

雪
を

見
る

の
は

豊
年

の
め

で
た

い
し

る

し

で
あ
る

こ
と

を
実

感

す
る

の

で
あ
る
。

閑
闘
凹

⑳

○

地
毛

地

に
生

え
た
草

木
。

『
漢

語
大

詞
典
』

に
は

「
指

地
面

上
生

長
的

荘
稼

・
樹

木

等
」

と
説

明
が

あ

る
。

『
菅
家

文
草

』

「
寒

早
十

首

ー

一
」

に

「馴

矧

郷

土
瘡
、

天
骨

去

來
貧

」

の
例

が
見

え
る
。

○

土
膏

土

地

の
肥
沃

な

こ
と
。

又
肥

沃

な
土

地
。

「
蘇
載

・
柏

石

圖
詩

」

に

卜↓



「
土
膏
雑

糞
壌

、

成
壊

幾
何
耳
」

の
句

が
見

え

る
。

○

農
畝

は

た

け
。

い
な

か
。

○

泉
脈

地
中

の
水
脈
。

「
章

鷹
物

・
春
遊

南

亭
詩

」

に

「
南

亭
草

心
緑

、
春

塘
泉

脈

動
」

の
句
が
見

え

る
。

『
白
氏

文

集

』

「
早
春

猫

遊
曲

江
」

に

「
氷
錆

泉
脈

動

、
雪
書

草

芽
生
」

の
句

が
見

え

る
。

○

橋
陰

か
き
ね

の
陰
。

『
漢
語

大
詞

典
』

に
は

「
培

的

陰

影
塵

。
培

的
陰
暗

庭
」

と

の
説

明
が
あ

る
。

「
寄
参

・
題
山
寺

僧
房

詩
」

に

「
窓
影

揺
墓

木
、

緒
陰

載

一
峯
」

の
句
が

見

え
る
。

○

淑

氣

善

い
気
。
春

日

の
な
ご

や

か
な
気
。
春

の
清

い
け
は

い
。

「
唐
太

宗

・
春

日
芽
宴

塁
臣
詩

」

「
紹

光
開
令

に
に

「
紹

光

開
令
節

、

淑
氣

動
芳

年
」

の

句

が
見
え

る
。

○

遅

日

暮

れ

る

の
が

遅

い
日
。

春

の
日
。
永

日
。

『
詩

経
』

「
幽

風

・
七

月
」

に

「
春

日
遅
遅

」

の
句
が

見

え
る
。

『
文

華

秀
麗

集
』

「
仲

雄

王

・
奉
和
春

日
江

亭
閑

望

一
首
」

に

「
山
館

鳳

庭

遽
、

老

圃
鋤

遅

日
」

の
句

が

、
同

じ
く

「
巨
識

人

・
春

日
饅

野
柱

史
奉

使
存

問

渤
海

客

・

一
首

」

に

「
遅

日
未

錆
邊

路

雪
、

暖

煙
遍
著

主
人

楊
」

の
句
が

見
え

る
。

又

『
田
氏
家

集
』

「
暮
春
宴

菅
尚
書

亭
同
賦
掃
庭

花
自
落

一
字
ー

二
」

に

「
清
豊

憐
看

遅

日
暮
」

の
句

が

見

え
る
。

○

豊

年

穀

物

の
実

り

の
よ

い
と

し
。

五
穀
豊

熟

の
年
。

豊

歳
。

楽
歳
。

こ

の
語

は
前

述

し

た
よ

う

に

『
文
選

』

「
謝
恵

連

・
雪

賦

一
首
」

の

「
盈

尺
則

呈
瑞

於
豊

年
」

に
基
づ

く
も

の

で
あ

る
が
、

そ

の
雪

が

「
一
尺
積

れ
ば
豊

年

の
瑞

兆
」

と

い
う
考

え
方

は
古

く

『
詩
経

』

の
次

の
よ
う

な

一
文

に
遡

る

こ
と

が
出

来

る

の
で
は

な

い
か
。

あ
つ
ま
り

ふ

ラ
ス
コ
ト
ふ
ん
ぷ
ん
タ
リ

雰
雰

上
天

同
レ
雲

雨

レ

盆

・
、之

以

.・
騨

脈

既

薦

、既

、灘

.

レ

ヲ

ニ

一

う
る
ほ

既

二
需

.
既

二足

リ

生
は
我

ガ
百

殻
↓
（
『
詩

経
』

「
小
雅

・
信
南

山

二
章
」

）

高

田
眞

治

氏

は

こ
の

『
詩

経
』

の

一
文

の
注
釈

の
中

で

「
上

天

に
は
雲

が

あ

つ
ま
り
、

ど

ん
よ

り

と
し

て
雪
模
様

と

な

っ
て
雪

が
粉

々
と
し

て
飛

散

す

る
。

豊

年

の
兆

で
あ

る
。

春

に
な

っ
て
は
小

雨
が
降

り
添

う

て
優

か

う
る
お

に
厚
く
大
地
を
需
し
足
り
て
、
百
殻
も
豊
か
に
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
冬

に
雪
が
深
い
の
は
豊
年
の
兆
で
あ
る
と
は
、
古
来
農
人
の
常
に
言
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。
毛
伝
に
も

〔豊
年
の
冬
は
、
必
ず
積
雪
有
り
〕
と
は
、
こ
れ

で
あ
る
。
孔
疏
に
は
い
う

〔明
年
将
に
豊
な
ら
ん
と
す
れ
ば
、
今
冬
積
雪

宿
沢
を
為
す
を
謂
ふ
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
積
雪
は
是
れ
年
の
前
冬
。
而
し

て
豊
年
の
冬
に
は
必
ず
積
雪
有
り
と
言
ふ
は
、
此
の
章
に
は
、
殻
の
生
ず

る
を
言
ひ
、
下
章
に
は
其
の
成
熟
を
言
ふ
を
以
て
、

一
生
の
生
成
を
挙
げ

て
以
て
首
尾
の
次
を
為
す
。
復
た
歳
初
歳
末
、
同
年
に
限
る
に
非
ず
〕
と
」

の
説
明
を
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
『漢
詩
大
系

詩
経
下
』
二
三
九
頁
）

こ
の
考
え
方
を
踏
襲
し
た
詩
句
が

『
田
氏
家
集
』
に
散
見
す
る
。

『
田
氏

家
集
』

「観
禁
中
雪
」
に

「常
看
順
令
未
曾
懲
、
瑞
雪
呈
豊
又
可
憐
」
の

句
が
、
同
じ
く

「
元
慶
七
年
冬
美
濃
大
雪
以
詩
記
之
」
に

「
且
莫
誇
張
豊

歳
瑞
、
先
須
劣
問
孝
廉
家
」
の
句
が
、
又

「府
城
雪
後
作
」
に

「
野
老
始

知
春
襖
沐
、
農
夫
只
誉
歳
豊
穣
」
の
句
が
見
え
る
。

注
一

紀
長
谷
雄
作
品
研
究

ー
「
柳
化
爲
松
賦」

注
二

注
釈
-

（
「
九
州
大
谷
国
文」

第
二
十
七
号）

あ
る
い

お

ぐ
ん
かく

或
は
風
を
逐
う
て
返
ら
ず

群
鶴
の
毛
を
振
ふ
が
ご
と
し

ま
た

―96一



は
れ

あ
た

し
う
こ

わ
き

晴
に

當
っ

て

な
ほ

残
れ
り

つ
づ

衆
狐
の
腋
を
綴
れ
る
か
と
疑
ふ

或
逐
風
不
返

如
振群

鶴
之
毛

亦當

晴
猶
残

疑
綴衆

狐
之
腋

春
雪
賦

紀

（
日
本古

典
文学

大
系
『和

漢朗

詠
集
・

一

四

三

頁
・

巻

上
・

冬
・

雪）

注
三

『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究

上
』

二
三
六
頁

注
四

「
和
製
の
賦
の
特
徴

-経

国
集
・

本
朝
文
粋
の
賦
i」

注
19

一

二

四

頁
～
一

二

五

頁

（
『
中
国
文
学
の
比
較
文
学的

研
究』

吉
田

敬
一

編）

注
五

日
本
古
典
文
学
大系

『懐

風
藻
・

文
華秀

麗集

・

本
朝
文
梓』

四
九

〇

頁
・

補
注
二

四

注
六

同
右書

四
九
〇
頁
・

補
注
二
五

注
七

同
右書

四
九
〇
頁
・

補
注
二
六

注
八

同
右

書

四
五
二

頁
・

補
注
一

七

注
九

―

五

言
。

詠

雪
。

一

首。

う
んら

たま

つ
つ

お
ご

雲
羅
嚢
珠
起

雲
羅

珠
を
嚢
み
て
起
り

い
ろ

雪
花

含
彩

新

雪

花

彩
を
含

み
て

新
しりゅう⊆ごと

林
中
若
柳
架

林
中

柳架

の
若
く

り
ゃ
う
じ
雫
う

か

じ
ん

梁
上
似
歌
塵

梁
上

歌塵

に
似
る

とも

し
び
かは

せ
う
て
ん

代
火
輝
雷
笈

火
に
代
り
て

香
笈
に
輝
き

ー

お

らく

ひ
ん

め
ぐ

逐
風
廻
洛
濱

風
を
逐
ひ
て

洛濱

を
廻
る

み

園裏

看
花
李

園
裏

花
李
を
看
れ
ば

と
う
で
う
な
お

冬條

尚
帯
春

冬
條
尚
し

春
を
帯
ぶ

（

『懐

風

藻』

文

武
天
皇
。

1

三

首
ー
三

「
五

言。

詠
雪
。
一

首
」

）

（

本

文
・

訓

と

も
日

本

古
典

文

学
大

系
本
に

従
う
。

八
八

頁）

（
傍
線
は
「
春
雪
賦」

と
の
類
似
表
現
の
箇所

と
思
わ
れ
る
所
に

筆

者
が

付

し
た
。
）

注
一

〇

1観禁中雪常看順令未

曾葱

禁
中
の
雪
を
観
る

み

か
つ

常
に
看
る
令
に
順
ひ
て
未
だ
曽
っ
て
葱
あ
や
ま

た

ざ

る
こ

と
を

ず
い
せ
つ

あ
ら
は

瑞
雪
呈
豊
又
可
憐

瑞
雪
豊
か
な
る
こ
と
を
呈
す
に
は
又
憐
む

べ

し
な
像

暗
夜
猶
行
明
月
地人間却踏白雲天

暗
夜
猶
し
行
く
明
月
の
地

じ
ん
か
ん
か
へ

人
間
却
り
て
踏
む
白
雲
の
天

仙
宮
不
日
銀基

立

仙宮

日
な
ら
ず
し
て
銀
台
立
つ

ぎ
ょ
く
わ

じ
ょ
り
つ
まと

御
花
非
時
紫柳

牽

御
花
時
な
ら
ず
し
て
架
柳
牽
ふ

多
怪
聖
君
神化

口先知寒篤促須綿

怪
し
む
こ
と
多
し
聖
君
神
化
口

ま

か
ん
あ
つ

も

ち

先
づ
知
る
寒
篤
く
し
て
綿
を
須
ゐ
る
を
促

う
な
が

す
こ

と

を

干時

有
初
須

時
に
初
め
て
綿
袋
の
衣
を

綿袋

之
衣
雪
也

須
ゐ
る
雪
有
り

（

本
文
・

訓
と

も
に

『
田
氏家

集
注

巻
之
上』

小
島
憲
之
監

修
に

従
う
）

（

傍
線

筆
者
。

「
春
雪
賦」

と
の
類
似
表
現
の
箇
所
と
思
わ
れ

る

所
に

付
し

た
。
）

―
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又
渡

辺
秀

夫
氏

の
著

書

の
中

に

こ
の
嶋

田
忠

臣

の
詩

に

つ
い

て
次

の
よ
う

に
論

じ
ら

れ

て

い
る

一
文

が
あ

る
。

そ
ら

暗

夜

猶

し
行

く

明
月

の
地

人

間
却

っ
て
踏

む
白

雪

の
天

仙
宮

日

な
ら

ず

し

て
銀
台

立

っ

御

花
時
な

ら
ず

し

て
紫

柳

ふ

〔
闇
夜

で
も

（
雪

明
か

り

で
）

月
光

の
も
と

に
歩

く

よ
う

で
あ
り

、
地

上

を
あ

ゆ

み
な
が

ら
も

ま

る

で
白
雲

の
天

を
踏

む

か

の
よ
う
だ
。

宮

殿

に
た

ち
ま

ち
白
銀

造

り

の
高
殿

が

で
き

た
か

と
思

わ
れ
、

宮

中

の
花

は
春

で
も

な

い
の

に
柳

の
綿

の
花

を
咲

か
せ
た

よ

う
だ
〕

こ
れ

は
、
宮

中

に
降

り
積

も

る
雪

を

、

そ
れ

ぞ
れ

〔
月
光

・
白
雲

・
銀

・

紮

柳
〕

に
見

立

て

た
も

の
だ
が
、

場

面

の
構
想

と

し

て
は
神
仙

世

界

（
蓬

莱

）

の
宮
殿

の
さ
ま

を
重

ね
る

も

の

で
あ

ろ

う
。

（
下

略
）

（
『
詩
歌

の
森

日
本
語

の
イ

メ
!

ジ
』

V
移

ろ

い
と
永
遠

・
雪

三

=

ハ
・

三

一
七
頁

）

注

=

日
本
古

典

文
学

大
系

『
懐

風
藻

・
文

華
秀

麗
集

・
本

朝

文
粋
』

四

五

二
頁

・
補

注

17

欲
伴
仙
園
梅
李
樹

仙
園
梅
李
の
樹
に
伴
は
む
と
し
て

さ
い
ら
く

え
ん
や
う

從
風
灘
落
艶
陽
春

風
に
從
ひ
て
濯
落
す
艶
陽
の
春

（
『文
華
秀
麗
集
』
滋
野
貞
主
）

（本
文

・
訓
と
も
に
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
従
う
）

（傍
線
筆
者
。

「春
雪
賦
」
と
の
類
似
表
現
の
箇
所
と
思
わ
れ

る
所
に
付
し
た
）

〔
付
記
〕

こ

の
拙

稿

は
、
木

下
文

理
氏

と

の
半
年

余

に
亘

る
論
読

会

を

通
し

て
討

議

・
検
討

し

た
も

の
を

ま
と

め
た

も

の
で
あ

る
。

と
り

わ
け

『
文

選
』

等

の
中

国
古
典
籍

か
ら

の
出
典

考
察

に
多
大

の
時
間

を
裂

い

て
い
た
だ

い
た
。

こ

こ
に
改

め

て
、

木
下

文

理
氏

の
御
尽

力

に
対

し
深

く
感

謝

の
意

を

表

し

た

い
。

一
九
九
八
年

十
月
七
日

執
筆
了

（大
学
院
第
七
回
修
了

・
有
明
高
専
）

}98一

注

一
二

奉

和

翫
春

雪
。

一
首

。

滋
貞

主

翫
春
雪

春
雪
を
翫
ぶ

雪
影
翻
翻
暗
四
隣

へ
ん
ぱ
ん

し
り
ん

雪
影
翻
翻
四
隣
暗
し

こ

や

は
る

し
ょ
し

姑
射遙

聞一

庭
子

姑
射遙

か
に
聞
く
一

り
の
庭
子

王
門
時
見
五
車輪凝酷翠箔懸珠滴競入粧櫻作玉塵

王
門
時
に
見
る
五
車
の
輪

す
ゐ
は
く

ね

し
ゅ
て
き

凝
り
て
翠
箔
に
砧
え
て
珠
滴
を
懸
け

し
や
う
ろ
う

な

競
い
て
粧
櫻
に
入
り
て
玉
塵
と
作
る


